
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
水と水溶性有機溶剤と着色剤を必須成分として成るインクジェット用水性インクにおいて
、
着色剤主成分として水溶性樹脂が塩基性染料によって均一に着色処理された水溶性着色樹
脂を含有するものであり、
前記水溶性樹脂がビニルピロリドンの付加重合によって得られるポリビニルピロリドンで
あり、
かつ前記水溶性着色樹脂が、前記水溶性樹脂を６０℃以上の温度に加熱して低粘度の液体
とした状態で該水溶性樹脂に前記塩基性染料を混合攪拌し常温まで冷却して得られたもの
である
ことを特徴とするインクジェット用水性インク。
【請求項２】
水と水溶性有機溶剤と着色剤を必須成分として成るインクジェット用水性インクにおいて
、
着色剤主成分として水溶性樹脂が塩基性染料によって均一に着色処理された水溶性着色樹
脂を含有するものであり、
前記水溶性樹脂がビニルピロリドンの付加重合によって得られるポリビニルピロリドンで
あり、
前記水溶性着色樹脂が 揮発性有機溶剤を６０℃以上の温度に加熱した状態で該溶剤中
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に前記水溶性樹脂と前記塩基性染料を混合攪拌し常温まで冷却して水溶性着色樹脂の不揮
発性有機溶剤溶液として得られたものである
ことを特徴とするインクジェット用水性インク。
【請求項３】
前記水溶性着色樹脂の前記水溶性樹脂の分子量が１００００以下であることを特徴とする
請求項１または２記載のインクジェット用水性インク。
【請求項４】
前記水溶性着色樹脂中の前記水溶性樹脂と前記塩基性染料の配合比が１０：１から１：１
の範囲内であることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載のインクジェット用水性
インク。
【請求項５】
該水溶性着色樹脂のインク中の含有量が１から１０重量％であることを特徴とする請求項
１～４のいずれかに記載のインクジェット用水性インク。
【請求項６】
水と水溶性有機溶剤と着色剤を必須成分として成るインクジェット用水性インクを微細な
液滴として飛翔させて記録を行うインクジェット記録方法において、請求項１～５のいず
れかに記載のインクジェット用水性インクを使用することを特徴とするインクジェット記
録方法。
【請求項７】
水と水溶性有機溶剤と着色剤を必須成分とし、前記着色剤主成分として水溶性樹脂が塩基
性染料によって均一に着色処理された水溶性着色樹脂を含有するものであり、かつ前記水
溶性樹脂がビニルピロリドンの付加重合によって得られるポリビニルピロリドンであるイ
ンクジェット用水性インクの製造方法において、
前記水溶性樹脂を６０℃以上の温度に加熱して低粘度の液体とし、該水溶性樹脂の液体中
に前記塩基性染料を混合攪拌した後、常温まで冷却して前記水溶性着色樹脂を得ることを
特徴とするインクジェット用水性インクの製造方法。
【請求項８】
水と水溶性有機溶剤と着色剤を必須成分とし、前記着色剤主成分として水溶性樹脂が塩基
性染料によって均一に着色処理された水溶性着色樹脂を含有するものであり、かつ前記水
溶性樹脂がビニルピロリドンの付加重合によって得られるポリビニルピロリドンであるイ
ンクジェット用水性インクの製造方法において、

揮発性有機溶剤を６０℃以上の温度に加熱し、該加熱溶剤中に前記水溶性樹脂と前記塩
基性染料を混合攪拌した後、常温まで冷却して前記水溶性着色樹脂の不揮発性有機溶剤溶
液を得ることを特徴とするインクジェット用水性インクの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、水と水溶性有機溶剤と着色剤を必須成分として成るインクジェット用水性イン
ク及びそのインクを微細な液滴として飛翔させて記録を行うインクジェット記録方法並び
に該インクの製造方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
インクジェット記録方法は、例えば、静電吸引方法、圧電素子を用いてインクに機械的振
動又は変位を与える方法、インクを加熱することにより気泡を発生させ、この時に発生す
る圧力を利用する方法等、種々のインク噴射方法により、インク滴を形成し、これらの一
部又は全部を紙等の被記録材に付着させて記録を行うものである。従来、このようなイン
クジェット記録方法に使用するインクとして、水を主溶剤として使用した水性インクの開
発が盛んに行われている。
【０００３】
インクジェット用水性インクには、記録装置のヘッド先端部やインク流路内で目詰まりを

10

20

30

40

50

(2) JP 3557916 B2 2004.8.25

不



起こさず、安定した噴射が可能であること、鮮明な色調で十分に高い濃度の記録画像を与
えること、記録物の耐水性、耐擦性に優れていること等の性能が要求される。
【０００４】
インクジェット用水性インクの着色剤としては一般に染料もしくは顔料が用いられている
。
【０００５】
顔料は染料よりも耐水性に優れているが、顔料はインク媒体に溶解しているのではなく分
散しているので、液安定性に劣り、長期間保存や水分蒸発によって顔料の分散が不安定と
なり凝集が起こる。このため、顔料インクは染料インクと比べると、インクジェットプリ
ンターのヘッドの先端部やインク流路内で目詰まりを起こしやすい。また、顔料は記録物
上で粒子として存在するため、耐擦性にも問題を有している。そのためインクジェットプ
リンター用として製品化されている例は少なく、開発段階の物が多い。それに対して水溶
性の染料は顔料と比べて耐水性は劣るものの、インク媒体中に完全に溶解するため、染料
インクはインクジェットプリンターのヘッドの先端部やインク流路内で目詰まりしにくく
、鮮明な色調で高濃度の記録物を得ることが比較的容易に可能である。そのためインクジ
ェットプリンター用として水溶性染料を着色剤として用いたインクジェット用水性インク
の製品化の例は多い。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のインクジェット用水性インクでは、インクジェット記録における十
分な噴射安定性と記録物の鮮明性、高濃度記録、耐水性、耐擦性を同時に満足している例
はない。
【０００７】
本発明は、上述した問題点を解決するためになされたものであり、インクジェット記録に
おける十分な噴射安定性と記録物の鮮明性、高濃度記録、耐水性、耐擦性を同時に満足す
るインクジェット用水性インク及びインクジェット記録方法並びに該インクの製造方法を
提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
この目的を達成するために、請求項１記載のインクジェット用水性インクは、着色剤主成
分として水溶性樹脂が塩基性染料によって均一に着色処理された水溶性着色樹脂を含有す
るものであり、前記水溶性樹脂がビニルピロリドンの付加重合によって得られるポリビニ
ルピロリドンであり、かつ前記水溶性着色樹脂が、前記水溶性樹脂を６０℃以上の温度に
加熱して低粘度の液体とした状態で該水溶性樹脂に前記塩基性染料を混合攪拌し常温まで
冷却して得られたものであることを特徴とする。また、請求項２記載のインクジェット用
水性インクは、前記水溶性着色樹脂が 揮発性有機溶剤を６０℃以上の温度に加熱した
状態で該溶剤中に前記水溶性樹脂と前記塩基性染料を混合攪拌し常温まで冷却して水溶性
着色樹脂の不揮発性有機溶剤溶液として得られたものであることを特徴とする。
【０００９】
また、請求項３記載のインクジェット用水性インクは、該水溶性着色樹脂の該水溶性樹脂
の分子量が１００００以下であることを特徴とする。
【００１０】
また、請求項４記載のインクジェット用水性インクは、該水溶性着色樹脂中の該水溶性樹
脂と該塩基性染料の配合比が１０：１から１：１の範囲内であることを特徴とする。
【００１１】
また、請求項５記載のインクジェット用水性インクは、該水溶性着色樹脂のインク中の含
有量が１から１０重量％であることを特徴とする。
【００１２】
また、請求項６記載のインクジェット記録方法は、請求項１～５のいずれかに記載のイン
クジェット用水性インクを使用して記録を行うことを特徴とする。
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また、請求項７記載のインクジェット用水性インクの製造方法は、水と水溶性有機溶剤と
着色剤を必須成分とし、前記着色剤主成分として水溶性樹脂が塩基性染料によって均一に
着色処理された水溶性着色樹脂を含有するものであり、かつ前記水溶性樹脂がビニルピロ
リドンの付加重合によって得られるポリビニルピロリドンであるインクジェット用水性イ
ンクの製造方法において、前記水溶性樹脂を６０℃以上の温度に加熱して低粘度の液体と
し、該水溶性樹脂の液体中に前記塩基性染料を混合攪拌した後、常温まで冷却して前記水
溶性着色樹脂を得ることを特徴とする。また、請求項８記載のインクジェット用水性イン
クの製造方法は、水と水溶性有機溶剤と着色剤を必須成分とし、前記着色剤主成分として
水溶性樹脂が塩基性染料によって均一に着色処理された水溶性着色樹脂を含有するもので
あり、かつ前記水溶性樹脂がビニルピロリドンの付加重合によって得られるポリビニルピ
ロリドンであるインクジェット用水性インクの製造方法において 揮発性有機溶剤を６
０℃以上の温度に加熱し、該加熱溶剤中に前記水溶性樹脂と前記塩基性染料を混合攪拌し
た後、常温まで冷却して前記水溶性着色樹脂の不揮発性有機溶剤溶液を得ることを特徴と
する。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について説明する。
【００１４】
本発明における着色剤主成分の水溶性着色樹脂は、水溶性樹脂を塩基性染料によって均一
に着色処理したものである。該水溶性着色樹脂をインクジェット用水性インクの着色剤と
して使用することにより、単に染料を着色剤として使用した場合と比べて、極めて優れた
耐水性を得ることが可能となる。また、該水溶性着色樹脂は、インク中では染料を着色剤
として使用した場合と同様に完全に溶解しているため、安定噴射を阻害することなく、鮮
明性、高濃度記録、耐擦性に優れた記録を得ることが可能である。
【００１５】
水溶性着色樹脂により、優れた耐水性が得られる理由は以下のように考えられる。
【００１６】
本発明の水溶性着色樹脂はその着色過程において、水溶性樹脂と塩基性染料の弱い結合を
形成し、インク中に溶解混合された後においても、この結合は微小な会合体として維持さ
れる。さらに、インクジェット記録により記録された記録物上においてもこの結合は維持
される。すなわち、記録物上の塩基性染料は、水溶性樹脂との結合により保持され、記録
物が乾燥した後に水が供給されても水溶性樹脂の水中への拡散速度の遅さに起因して、簡
単に水に流れることはない。
【００１７】
このように、水溶性着色樹脂の使用により、安定噴射性と鮮明性、高濃度記録、耐水性、
耐擦性に優れたインクジェット用水性インク及びインクジェット記録方法が達成される。
【００１８】
本発明の該水溶性樹脂としては、水に対して５％もしくはそれ以上の溶解度を示し、且つ
、水への溶解速度が遅く、且つ、その水溶液が著しい増粘を起こさないものが好適に使用
される。具体的には、５，５’－ジメチルヒダントインとホルムアルデヒドの共重合によ
り得られる５，５’－ジメチルヒダントインホルムアルデヒド樹脂、または１－メチロー
ル－５，５’－ジメチルヒダントインの縮重合により得られる１－メチロール－５，５’
－ジメチルヒダントイン樹脂、またはビニルピロリドンの付加重合によって得られるポリ
ビニルピロリドン、あるいはこれらの誘導体類が挙げられるが、本発明の効果が得られる
限りにおいて、これらに限定されるものではない。また、これらの樹脂は２種類以上を混
合して使用することも可能である。また、該水溶性樹脂の分子量は１００００以下である
ことがさらに望ましい。
【００１９】
本発明の該塩基性染料としては、各種市販品を使用することができる。具体的には、カラ
ーインデックスナンバーベーシックレッド１，１：１，２，１２，１３，１４，１８，２
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２，２７，２８，２９，３４，３８，３９，４６，４６：１，６７，６９，７０、カラー
インデックスナンバーベーシックバイオレット１，２，３，４，５，７，８，１０，１１
，１１：１，２０，３３、カラーインデックスナンバーベーシックブルー３，６，７，９
，１１，１２，１６，１７，２４，２６，４１，４７，６６、カラーインデックスナンバ
ーベーシックグリーン１，４，５、カラーインデックスナンバーベーシックイエロー１，
１１，１９，２１，２４，２５，２８，２９，３６，４５，５１，６７，７３、カラーイ
ンデックスナンバーベーシックオレンジ１４，２１，２２，３２、カラーインデックスナ
ンバーベーシックブラウン１，４等が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
また、これらの塩基性染料は２種類以上を混合して使用することも可能であり、その場合
には単独では得られない所望の色を得ることも可能となる。また、該塩基性染料は市販品
の状態では硫酸ナトリウム等の無機不純物を多量に含む場合があるため、必要に応じてイ
オン交換樹脂による精製処理や、濾過による精製処理を行っても良い。不純物が多い場合
、着色過程における結合が阻害されたり、十分な着色が得られなかったり、ヘッド先端部
で析出し目詰まりの原因となる等の弊害が起こる場合がある。このような点から、該塩基
性染料の純度は９０％以上が望ましく、９５％以上であることがさらに望ましい。
【００２０】
該水溶性着色樹脂中の水溶性樹脂と塩基性染料の配合比は１０：１から１：１の範囲内で
あることが望ましい。塩基性染料の配合比が前記比より少ないと十分な着色力が得られず
、多いと水溶性樹脂との結合による効果が十分に得られなくなる。
【００２１】
本発明の該水溶性着色樹脂は以下に示すいづれかの方法によって調製することが可能であ
る。
１）水溶性樹脂を６０℃以上の温度に加熱して低粘度の液体とし、該液体中に塩基性染料
を加え、均一になるまで混合攪拌した後、常温まで冷却して水溶性着色樹脂を得る。
２）インク成分である不揮発性有機溶剤を６０℃以上の温度に加熱し、該加熱溶剤中に水
溶性樹脂と塩基性染料を加えて均一になるまで混合攪拌した後、常温まで冷却して水溶性
着色樹脂の不揮発性有機溶剤溶液を得る。
【００２２】
以上のようにして得られた水溶性着色樹脂のインクジェット用水性インクへの着色剤とし
ての望ましい含有量は、インク全量に対して１～１０重量％、好ましくは２～６重量％で
ある。もし、１重量％未満であると、十分な着色力が得られず、鮮明で高濃度の記録が得
られない。また、１０重量％を越えると必要以上に増粘し、噴射安定性が阻害され、記録
紙上での乾燥が極端に遅くなる等の問題を生じる。
【００２３】
本発明において使用される溶媒は水と水溶性有機溶剤の混合溶媒である。
【００２４】
水としては、種々のイオンを含有する一般の水ではなく、脱イオン水を使用することが望
ましい。この時の水の含有量は、所望されるインクの特性に依存して広い範囲で決定され
るが、インクの全重量に対して一般に１０～９０重量％、好ましくは４０～８０重量％の
範囲内である。
【００２５】
また、水溶性有機溶剤は主としてインクジェットヘッドの先端部におけるインクの乾燥防
止を目的として使用され、従って揮発性の低い溶剤を選択することが望ましい。このよう
な水溶性有機溶剤としては、ポリエチレングリコール等のポリアルキレングリコール類；
エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ジエチレングリコー
ル、ジプロピレングリコール、トリエチレングリコール、トリプロピレングリコール、１
，２，６－ヘキサントリオール、チオジグリコール、１，３－ブタンジオール、１，５－
ペンタンジオール、ヘキシレングリコール等のアルキレングリコール類；グリセリン；２
－ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン等のピロリドン類が挙げられる。これらの水
溶性有機溶剤は単独で用いてもよいし、２種類以上混合して用いることも可能である。
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【００２６】
インク中の上記水溶性有機溶剤の含有量は、インク全量に対して重量％で５～５０重量％
、好ましくは７～４０重量％、より好ましくは１０～３０重量％である。もし、５重量％
未満であると、湿潤作用が不十分となり、目詰まり等の問題が生じる。また、５０重量％
を越えると、インクが必要以上に増粘し、噴射不能となったり、記録紙上での乾燥が極端
に遅くなる等の問題を生じる。
【００２７】
本発明の及び本発明に使用するインクの基本構成は以上の通りであるが、その他従来公知
の各種浸透剤、分散剤、界面活性剤、粘度調整剤、表面張力調整剤、ｐＨ調整剤、防腐防
カビ剤等を必要に応じて添加することができる。
【００２８】
上記浸透剤としては、２０℃での蒸気圧が０．１ｍｍＨｇ以下の多価アルコールモノアル
キルエーテルを使用することが望ましい。該多価アルコールモノアルキルエーテルは、記
録紙へのインク浸透速度を効果的に速めることにより、インクの紙面上での速乾性を向上
させ、記録紙上での遅乾性に起因するブリーディング（異なる色の境界でのにじみ）を防
止し、且つ、浸透に伴うフェザリング（紙の繊維に沿ったヒゲ状のにじみ）を起こし難い
ものが好適に使用される。
【００２９】
上記多価アルコールモノアルキルエーテルの具体例としては、例えば、ジエチレングリコ
ールモノメチルエーテル（２０℃での蒸気圧０．１ｍｍＨｇ）、ジエチレングリコールモ
ノブチルエーテル（２０℃での蒸気圧０．０１ｍｍＨｇ）、ジエチレングリコールモノイ
ソブチルエーテル（２０℃での蒸気圧０．０１ｍｍＨｇ）、ジプロピレングリコールモノ
メチルエーテル（２０℃での蒸気圧０．０６ｍｍＨｇ）、ジプロピレングリコールモノプ
ロピルエーテル（２０℃での蒸気圧０．０２ｍｍＨｇ）、ジプロピレングリコールモノイ
ソプロピルエーテル（２０℃での蒸気圧０．０５ｍｍＨｇ）、ジプロピレングリコールモ
ノブチルエーテル（２０℃での蒸気圧０．０５ｍｍＨｇ）、トリエチレングリコールモノ
メチルエーテル（２０℃での蒸気圧０．０１ｍｍＨｇ未満）、トリエチレングリコールモ
ノブチルエーテル（２０℃での蒸気圧０．０１ｍｍＨｇ未満）、トリプロピレングリコー
ルモノメチルエーテル（２０℃での蒸気圧０．０２ｍｍＨｇ）、トリプロピレングリコー
ルモノブチルエーテル（２０℃での蒸気圧０．０１ｍｍＨｇ未満）等が挙げられる。
【００３０】
一般的な多価アルコールアルキルエーテルは独特の臭気を有しており、その蒸気圧が２０
℃で０．１ｍｍＨｇより高いものをインクに用いると、インク自体も高臭気性となり、一
般オフィス、家庭で使用するには大きな問題となる。しかしながら、上記に例示した多価
アルコールモノアルキルエーテルは２０℃での蒸気圧が０．１ｍｍＨｇ以下と低く、イン
クに使用しても低臭気性であり、前述の問題はない。
【００３１】
さらに、上記多価アルコールアルキルエーテルの中でも、２０℃での蒸気圧が０．０１ｍ
ｍＨｇ未満のものは、特に臭気が少なく、好適に使用することができる。インク中の上記
多価アルコールアルキルエーテルの含有量は、インク全量に対して重量％で３～１５重量
％が好ましい。もし、３重量％未満であると、インクの記録紙への浸透速度が遅く、乾燥
時間、ブリーディングに問題を生じる。また、１５重量％を越えると、インクの記録紙へ
の浸透が激しくなり、記録紙の裏までインクが達してしまったり、フェザリングにも問題
を生じる。
【００３２】
また、浸透性、乾燥性の制御を目的として、エチルアルコール、１－プロパノール、２－
プロパノール等の１価アルコールを必要に応じて添加してもよい。
【００３３】
また、記録液を帯電させるタイプのインクジェット記録方法に使用されるインクを調合す
る場合には、塩化リチウム、塩化アンモニウム、塩化ナトリウム等の無機塩類等の比抵抗
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調整剤が添加される。
【００３４】
尚、熱エネルギーの作用によってインクを噴射させるタイプのインクジェット方式に適用
する場合には、熱的な物性値（例えば比熱、熱膨張係数、熱電導率等）が調整されること
もある。
【００３５】
以上のようにして得られる本発明で使用するインク及び該インクを使用したインクジェッ
ト記録方法は、従来技術の問題点が十分に解決されており、インクジェット記録における
安定噴射、記録物の鮮明性、高濃度記録、耐水性、耐擦性いずれもバランスのとれた優れ
たものであり、各種の方式のインクジェット記録用のインクとして有用であり、優れた記
録を与えることができる。
【００３６】
【実施例】
以下、本発明を具体化した実施例について説明する。
【００３７】
尚、文、表中％とあるのは重量基準である。
【００３８】
表１に示す通り、本発明の水溶性着色樹脂を得た。
【００３９】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
着色樹脂例１～例６は、加熱温度約１２０℃の条件下で各例に示す水溶性樹脂を溶融液体
化し、各例に示す塩基性染料を加えて１時間混合攪拌を行い、常温に冷却して着色樹脂の
固形物を得た。
【００４０】
着色樹脂例７は、１００℃に加熱した例に示す水溶性有機溶剤中に例に示す水溶性樹脂と
例に示す塩基性染料を加え、２時間攪拌混合し、常温に冷却して着色樹脂の水溶性有機溶
剤溶液を得た。
【００４１】
尚、表１中の水溶性樹脂の分子量は重量平均分子量であり、光散乱法もしくはゲル濾過ク
ロマトグラフィ－により求めることができる。
＜実施例１＞
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液組成
着色樹脂　例１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％
ポリエチレングリコール（平均分子量２００）　　　　　　　　　１０％
トリエチレングリコールモノメチルエーテル　　　　　　　　　　　６％
純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７９％
上記各材料を十分に混合攪拌した後、０．８μｍのメンブランフィルタで濾過してインク
とした。
【００４２】
このインクを用いて、記録ヘッド内のインクに熱エネルギーを与えて液滴を発生させ、記
録を行うオンデマンドタイプのマルチヘッド（噴射オリフィス径３５μｍ、発熱抵抗体抵
抗値１５０オーム、駆動電圧３０ボルト、周波数２ＫＨｚ）を有する記録装置、及び記録
ヘッド内のインクにピエゾ素子振動による圧力を与えて液滴を発生させ、記録を行うオン
デマンドタイプのマルチヘッド（噴射オリフィス径４０μｍ、駆動電圧３０ボルト、周波
数１０ＫＨｚ）を有する記録装置により、以下の試験評価を行ったところ、いずれにおい
ても良好な結果を得た。
【００４３】
（試験評価１）噴射安定性；室温（２５℃）、５℃、４０℃の雰囲気下でそれぞれ２４時
間の連続噴射を行ったが、いずれの条件でも終始安定した高品質の記録が行えた。
【００４４】
（試験評価２）噴射応答性；２秒間の間欠噴射と２カ月間放置後の噴射について調べたが
、いずれの場合にもオリフィス先端での目詰まりはなく、安定で均一に記録された。
【００４５】
（試験評価３）記録画像の品質；以下に示す被記録材に記録された画像は、濃度が高く鮮
明であり、その色調は鮮やかなマゼンタ色であった。
【００４６】
被記録材；ゼロックス社製「ゼロックス４２００」
ゼロックス社製「ゼロックスＬ」
ハンマーミル社製「ハンマーミルコピープラスホワイト」
東洋濾紙社製ノンサイズ紙「東洋濾紙Ｎｏ４」
（試験評価４）各種被記録材に対する耐擦性；上記（試験評価３）に示した被記録材に噴
射記録５秒後、インク付着部を指で擦り、画像ずれ、滲みの有無を判定した結果、いずれ
も画像ずれ、滲み等がなく、優れた定着性を示した。
【００４７】
（試験評価５）各種被記録材での耐水性；上記（試験評価３）に示した被記録材に記録さ
れた文字、画像を３０秒間水道水中に浸した後、引き上げて自然乾燥させて文字、画像の
劣化を確認したところ、にじみはなく、文字も良好に判読可能であった。
【００４８】
＜実施例２＞実施例１と同様の方法により下記の液組成を用いてインクを調製し、ぞれぞ
れについて実施例１と同様に試験評価１～５の検討を行った。これらはいずれも実施例１
と同様に優れた結果を示した。また、試験評価３での色調は鮮やかなシアン色であった。
【００４９】
液組成
着色樹脂　例２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％
ポリエチレングリコール（平均分子量２００）　　　　　　　　１０％
トリエチレングリコールモノメチルエーテル　　　　　　　　　　６％
純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７９％
＜実施例３＞実施例１と同様の方法により下記の液組成を用いてインクを調製し、ぞれぞ
れについて実施例１と同様に試験評価１～５の検討を行った。これらはいずれも実施例１
と同様に優れた結果を示した。また、試験評価３での色調は鮮やかなイエロー色であった
。
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【００５０】
液組成
着色樹脂　例３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％
ポリエチレングリコール（平均分子量２００）　　　　　　　　１０％
トリエチレングリコールモノメチルエーテル　　　　　　　　　　６％
純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７９％
＜実施例４＞実施例１と同様の方法により下記の液組成を用いてインクを調製し、ぞれぞ
れについて実施例１と同様に試験評価１～５の検討を行った。これらはいずれも実施例１
と同様に優れた結果を示した。また、試験評価３での色調は深みのあるブラック色であっ
た。
【００５１】
液組成
着色樹脂　例４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％
ポリエチレングリコール（平均分子量２００）　　　　　　　　　１０％
トリエチレングリコールモノメチルエーテル　　　　　　　　　　　６％
純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７９％
次に、実施例１～４のインクをそれぞれマゼンタインク、シアンインク、イエローインク
、ブラックインクとして使用し、フルカラー記録を実施例１に示した記録装置で行ったと
ころ、鮮明で高濃度、且つ、良好な色調の記録が得られた。また、記録された画像や文字
はブリーディングやフェザリングもなく、良好な印字品質となった。
【００５２】
＜実施例５＞実施例１と同様の方法により下記の液組成を用いてインクを調製し、ぞれぞ
れについて実施例１と同様に試験評価１～５の検討を行った。これらはいずれも実施例１
と同様に優れた結果を示した。
【００５３】
液組成
着色樹脂　例５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０％
２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
トリエチレングリコールモノブチルエーテル　　　　　　　　　　　４％
純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６４％
＜実施例６＞実施例１と同様の方法により下記の液組成を用いてインクを調製し、ぞれぞ
れについて実施例１と同様に試験評価１～５の検討を行った。これらはいずれも実施例１
と同様に優れた結果を示した。
【００５４】
液組成
着色樹脂　例６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４％
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５％
トリエチレングリコールモノブチルエーテル　　　　　　　　　　　８％
純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６３％
＜実施例７＞実施例１と同様の方法により下記の液組成を用いてインクを調製し、ぞれぞ
れについて実施例１と同様に試験評価１～５の検討を行った。これらはいずれも実施例１
と同様に優れた結果を示した。
【００５５】
液組成
着色樹脂　例７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０％
（ポリエチレングリコールを１６％含む）
カラーインデックスナンバーベーシックイエロー３７　　　　　　　１％
２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
トリエチレングリコールモノブチルエーテル　　　　　　　　　　　４％
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純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５％
＜比較例１＞実施例１と同様の方法により下記の液組成を用いてインクを調製し、それぞ
れについて実施例と同様に試験評価１～５の検討を行った。その結果、試験評価３におい
て、鮮明性に欠ける薄い濃度の記録となった。また、試験評価５においては、にじみが激
しく、文字の認識も困難となった。
【００５６】
液組成
カラーインデックスナンバーダイレクトレッド２２７　　　　　　　１％
ポリエチレングリコール（平均分子量２００）　　　　　　　　　１０％
トリエチレングリコールモノメチルエーテル　　　　　　　　　　　６％
純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８３％
＜比較例２＞実施例１と同様の方法により下記の液組成を用いてインクを調製し、それぞ
れについて実施例と同様に試験評価１～５の検討を行った。その結果、試験評価３におい
て画像の鮮明性が十分でなく、試験評価５においては文字の認識は可能であったが、にじ
みが目立っていた。
【００５７】
液組成
カラーインデックスナンバーベーシックバイオレット１１：１　　　１％
ポリエチレングリコール（平均分子量２００）　　　　　　　　　１０％
トリエチレングリコールモノメチルエーテル　　　　　　　　　　　６％
純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８３％
＜比較例３＞実施例１と同様の方法により下記の液組成を用いてインクを調製し、それぞ
れについて実施例と同様に試験評価１～５の検討を行った。その結果、試験評価１におい
て一部不安定な噴射が観察された。また、試験評価２においても、２ヶ月放置後の噴射に
おいて噴射曲がりや不噴射が一部発生した。
【００５８】
液組成
着色樹脂　例１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５％
ポリエチレングリコール（平均分子量２００）　　　　　　　　　１０％
トリエチレングリコールモノメチルエーテル　　　　　　　　　　　６％
純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６９％
次に比較実験のため、表２に示す比較用着色樹脂を得た。
【００５９】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比較用着色樹脂１～２は、加熱温度１２０℃の条件下で各例に示す水溶性樹脂を溶融液体
化し、各例に示す染料を加えて１時間混合攪拌を行い、常温に冷却して比較用着色樹脂の
固形物を得た。
【００６０】
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比較用着色樹脂例３は、例に示す水溶性樹脂と例に示す塩基性染料を水を溶媒として、常
温で１時間攪拌混合した後、フリーズドライによって比較用着色樹脂の固形物を得た。
【００６１】
＜比較例４＞実施例１と同様の方法により下記の液組成を用いてインクを調製し、ぞれぞ
れについて実施例１と同様に試験評価１～５の検討を行った。その結果、試験評価５にお
いて明らかなにじみが発生した。
【００６２】
液組成
比較用着色樹脂　例１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３％
ポリエチレングリコール（平均分子量２００）　　　　　　　　　　１０％
トリエチレングリコールモノメチルエーテル　　　　　　　　　　　　６％
純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８１％
＜比較例５＞実施例１と同様の方法により下記の液組成を用いてインクを調製し、ぞれぞ
れについて実施例１と同様に試験評価１～５の検討を行った。その結果、試験評価３にお
いて、鮮明性に欠ける薄い濃度の記録となった。また、試験評価５においては、にじみが
激しく、文字の判読が困難となった。
【００６３】
液組成
比較用着色樹脂　例２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％
ポリエチレングリコール（平均分子量２００）　　　　　　　　　　１０％
トリエチレングリコールモノメチルエーテル　　　　　　　　　　　　６％
純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７９％
＜比較例６＞実施例１と同様の方法により下記の液組成を用いてインクを調製し、ぞれぞ
れについて実施例１と同様に試験評価１～５の検討を行った。その結果、試験評価１にお
いて不安定な噴射が頻繁に観察された。また、試験評価２においても、２ヶ月放置後の噴
射において噴射曲がりや不噴射が発生した。
【００６４】
液組成
比較用着色樹脂　例３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４％
トリエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６％
純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８０％
以上の実施例、比較例についての試験評価１～５の結果を表３に示す。
【００６５】
【表３】

10

20

30

(11) JP 3557916 B2 2004.8.25



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表３に示す通り、本発明の実施例によれば、インクジェット記録における安定噴射、記録
物の鮮明性、高濃度記録、耐水性、耐擦性いずれもバランスのとれた優れたものであり、
各種の方式のインクジェット記録用のインクとして有用であり、優れた記録を与えること
ができる。一方、比較例においては、試験評価のいづれかにおいて問題を有している。
【００６６】
【発明の効果】
以上説明したことから明かなように本発明のインクジェット用水性インクは、着色剤主成
分として水溶性樹脂が塩基性染料によって均一に着色処理された水溶性着色樹脂を含有す
るものであり、前記水溶性樹脂がビニルピロリドンの付加重合によって得られるポリビニ
ルピロリドンであり、かつ前記水溶性着色樹脂が、前記水溶性樹脂を６０℃以上の温度に
加熱して低粘度の液体とした状態で該水溶性樹脂に前記塩基性染料を混合攪拌し常温まで
冷却して得られたものである。または、前記水溶性着色樹脂が 揮発性有機溶剤を６０
℃以上の温度に加熱した状態で該溶剤中に前記水溶性樹脂と前記塩基性染料を混合攪拌し
常温まで冷却して水溶性着色樹脂の不揮発性有機溶剤溶液として得られたものである。ま
た、その製造方法を特徴とする。そして、望ましくは、望ましくは、該水溶性着色樹脂の
該水溶性樹脂の分子量が１００００以下であることを特徴とし、さらに望ましくは、該水
溶性着色樹脂中の該水溶性樹脂と該塩基性染料の配合比が１０：１から１：１の範囲内で
あることを特徴とし、さらに望ましくは、該水溶性着色樹脂のインク中の含有量が１から
１０重量％であることを特徴としているため、インクジェット記録における安定噴射、記
録物の鮮明性、高濃度記録、耐水性、耐擦性いずれもバランスのとれた優れたものであり
、各種の方式のインクジェット記録用のインクとして有用であり、優れた記録を与えるこ
とができる。
【００６７】
また、本発明のインクジェット記録方法は、前記インクジェット用水性インクを使用して
記録を行うことを特徴としているため、インクジェット記録における安定噴射、記録物の
鮮明性、高濃度記録、耐水性、耐擦性いずれもバランスのとれた優れたものであり、各種
の方式のインクジェット記録方法として有用であり、優れた記録を与えることができる。

10

20

30

40

(12) JP 3557916 B2 2004.8.25

、不



フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０９－２９１２４７（ＪＰ，Ａ）
              西独国特許出願公開第１９７３８１４５（ＤＥ，Ａ）
              特開平１０－０７７４３０（ＪＰ，Ａ）
              特開昭５６－１１８４７０（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              C09D 11/00-11/20

(13) JP 3557916 B2 2004.8.25


	bibliographic-data
	claims
	description
	overflow

